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1. 研究目的  

 白山では山麓一帯が禅定道を基軸に互いに結ばれ、加賀、越前、美濃の三馬場とその禅定道筋

にはそれぞれ社寺や集落が形成され、山村特有の生活文化が培われた。山麓には白山信仰を全国

に広めた御師集落で、今もかつての美濃禅定道の面影や、御師の伝

統と習俗を色濃く残している石徹白、山麓の村々を統轄した集落で

巨大な大壁造りの建築物が見られる白峰などがある。また、厳しい

気象条件等に適合した出作り・焼畑という生活形態は、世界でも希

有な存在である。このように白山信仰を基盤として白山麓でたくま

しく生き続けてきた風景は日本人の暮らしを代表する文化的景観

である。 

本研究では、この白山文化遺産の世界遺産への登録の課題を分析し、デジタルアーカイブの必

要性について明らかにする。 

2. 研究方法 

本研究では、白山文化遺産のデジタルアーカイブを進め、白山文化遺産を世界遺産に登録でき

るような条件を検討し、その課題を明らかにすることを目的とする。 

3. 結果と考察 

本研究では、白山文化遺産のデジタルアーカイブを進め、白山文化遺産を世界遺産に登録でき

るような条件を検討し、その課題を明らかにすることを目的としている。 

今まで、勝山市を中心に世界遺産に申請してきたが、様々な課題があり申請が通らなかった。

次にその課題について整理する。 

（１）白山山頂には平安時代に日本で独自に形成された修験道に関する日本最高所の遺跡が良好

に遺存するとともに、越前馬場の平泉寺では日本最大ともいえる中世宗教都市の遺構が確

認されており、これら遺跡群は日本の宗教の歴史と伝統を語る希有なものであるが、その

保全については各県や街頭市町村で温度差があり、必ずしも保全が充分といえない現状が

ある。 

（２）今回の再提案では、文化庁からの指摘事項を修正して提出している。もっとも大きな修正

点は、共同提案した自治体が増えたことである。今回の提案では、新たに大野市、小松市、

高山市、白川村の 3 市 1 村が加わり、霊峰白山を取り巻く自治体の共同提案が実現した。

しかし、自治体として県やその他の関係する自治体が結束して申請する必要があり、一部

の自治体の主導で行っていたことである。 

（３）地域文化遺産のデジタルアーカイブを進めることにより、これらの文化遺産についての文

化遺伝子(ミーム)と言えるものを抽出し、学術的に検証する必要がある。このように、学

術的な検証を踏まえたのち文化遺産を保全活用することが必要である。 


